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第 1 章 

 

1. 式（1-1）の    の関係から 

  
 

 
 

            

           
            

 

2. 石英ガラスの可視光に対する絶対屈折率は 1.45であり，式（1-6）で示した 

               の関係から              ,       を代入すると 

                      

      度  

 

3. 光子 1個のエネルギーは式(1-29)より 

   
 

 
                  

            

           
                            

であるから，1mJの光に含まれる光子数は 

 

         
          個  

 

4. 省略 

 

5. 式(1-31)より 

   
  

  
 

                             

                 
           

 

 

第 2 章 

 

1. ウィーンの変位則により 

     
 

 
                      

  
 

    
 

                

           
         

と推定される。 

 



2. 波長 0.45 mで発光する青色 LEDの光子エネルギーは 

        
 

 
                  

            

            
              

したがって，禁制帯幅は 2.75     

 

 

3. 省略 

 

 

第 3 章 

 

1. 省略 

 

2.  

          
 

 
                  

            

           
              

eVの単位で表せば，1                 であるから，上記より，1.3     

 

3. 式(3-8)より 

  

  
      

     
  

       
                 

            
           

                      
            

 

4. 式(3-19)より 

               

                 

  
 

  
                

 

5. 式(3-19)より 

                 

  
 

 
             

 

 



6.  

        
     

                    

              

よって必要な利得は 0.074      以上 

 

7. 共振器長を Lとすると 

 

 
   

        

 

 

第 4 章 

 

1. 式(4-8)より 

     
 

 
        万          

           

         
         

 

2. 式(4-10)より 

    
 

  
            

         

                
        

 

3. 式(4-1)より，パルスエネルギーは 

  
   
 

 
    

          
           

式(4-2)より，ピークパワーは 

   
 

 
 

           

         
        

 

4. 式(4-2)より，レーザーフルエンスの大きさは 

           
 

           
 

                                

 

また，500   の大きさに集光したときの単位面積当たりのピークパワーは 



          

  
               

 

 

第 5 章 

 

1. 省略 

 

2. 省略 

 

3. 省略 

 

4. 省略 

 

 

第 6 章 

 

1. 式(6-9)より 

   
 

  
 

            

        
             

 

2. 反射率 Rとすると 

  
      

      
 

       

       
        

 

3. 式(6-14)より，    
 

 
        ,   

  

  
より 

         
 

   
         

          

 

4. 式（6-6）より 

  
  

  
 
  

 



 

  
 

 

  
  
 

      倍  

 

 

第 7 章 

 

1. 式(7-1)より，光ファイバー長を Lとすると 

     
        

 
 

           

 

  また，光ファイバー長が 100 kmであったときの     の大きさは 

     
      

  
  
 

   
 

  
  

      

 

2. 省略 

 

3. 式(7-2)より，物質の吸収係数の大きさをαとすると 

 

 
   

 

   
        

              

 

4. 式(7-4)より，熱拡散距離   は 

                                        

 

 この熱拡散距離が侵入長と同程度になればよいので 

 

 
         

                

5. 省略 

 

 

以上 


